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三角縁神獣鏡は果たして魏鏡か 

～鉛同位体比から視た平原鏡から三角縁神獣鏡～ 

富岡謙蔵が1920年、三角縁神獣鏡が魏鏡であると唱えてから間もなく百年になる。その中、昨年

は、「三角縁神獣鏡の製造に関する実証的な研究」が大きく進展して、「魏鏡説」が大巾に後退し、

「国産説」が決定的となった年と言えるであろう。 

まず、昨年末、読売ホールで開催された橿考研の大講演会「三角縁神獣鏡研究の最前線」で、

「舶載鏡」と「仿製鏡」が同一の鋳型を用いて造られていた事例が豊富に報告された。「仿製鏡」の

製作地、すなわち「舶載鏡」も日本で製作されていたことを示したわけである。また、鈴木勉の工芸

文化研究所も、鏡の加工痕の研究から「国産説」を決定付ける報告を提出している。 

このように、この10余年間に「科学的な実証研究」が、大きく進展したが、筆者の「鉛同位体比の研

究」もその中で大きな役割を果たしている。 

そもそも青銅鏡には、複製コピーする方法がたくさんある。「同型鏡」がほとんど存在しない中国なら

ともかく、三角縁神獣鏡は「同型鏡」ばかりで、しかも日本でのみ大流行した鏡である。流行品に

「偽物」が生れるのは現代の常識であり、「複製鏡」の製作状況を実証的に調べないで、三角縁神

獣鏡の製作地問題を解決できるはずがない。 

その意味で、今回の講演では、三角縁神獣鏡の産地問題について、従来のような「紋様や銘文の

鏡表面」の研究とは完全に独立して、鉛同位体比を利用して「三角縁神獣鏡の内部」を観察した

研究について紹介したい。 

実は、本日の内容は、シンポジュウム『古代の鏡と東アジア』(学生社、2010)において、三角縁神獣

鏡に関心の深い参加者を対象に話した内容に、その後の研究を加味したものである。そのため、新

たにレジュメを作成する代わりに、前資料から、必要部分を抜き書きして示しているが、ご理解願い

たい。 

鉛は不思議な元素である。天然の放射性同位元素が崩壊した後の落ち着き先は全て鉛である。そ

のため重金属としては、存在比が異常に高く、しかも融点が低く精錬が容易なので、古代ローマで

は水道管などに多用され、一説では鉛中毒がローマの活力を奪ったと言われているほどである。 

その鉛は質量の異なる4種類(204Pb、206Pb、207Pb、208Pb)の同位体で成立ち、その比率が地域や鉱

山で微妙に異なっているので、これを原料産地の推定に利用しようとする試みがある。しかし、青銅

器の鉛は混合使用されることが多く、期待されているほど成果が挙がっていないのが現状である。 

ところが、この鉛同位体比を、指紋やDNA鑑定と同じように、青銅器の類似判定に用いると極めて

大きな威力を発揮する。すなわち、同笵鏡と言われていても鉛同位体比が大きく異なれば、別の機

会に作られた可能性を疑ってみる必要があるし、極めて良く似た鉛同位体比を示す鏡は、「他人の

空似」のおそれがあっても、一緒に作られた可能性があると考えてみる必要がある。したがって土器

の形式分類のように青銅器の分類にも使えるのである。これが鉛同位体比の大きな特徴である。  



（１）はじめに 

今回の報告は、鉛同位体比を利用した「独立した議論」であるが、そうは言っても考古学的な成

果をまったく援用せずに議論を進めるわけには行かない。ただし、その場合でも、できる限り国産論

者ではなく、魏鏡論者の意見を採用することにしている。結論が「三角縁神獣鏡は魏鏡ではない」と

でた時に、国産論者の意見を採用していては、循環論に陥るおそれがあるからである。 

まず、はじめに簡単な例を示して置きたい。この例を理解して頂くことで、「三角縁神獣鏡が魏鏡

ではない」との認識に至るプロセスを共有していただきたいからである。 

魏鏡論者の岡村秀典や福永伸哉の精緻な研究によれば、初期の三角縁神獣鏡と時期を接す

る「魏鏡」は斜縁神獣鏡である。したがって、まず、三角縁神獣鏡と斜縁神獣鏡、および同時期の

日本製仿製鏡の鉛同位体比を比較して見た。その結果は、三角縁神獣鏡は斜縁神獣鏡とは似て

いずに、むしろ仿製鏡と良く一致している。 

 

 

(2) 朝鮮半島や日本の方鉛鉱鉛の利用 

鉛は融点も低く精錬が簡単である。それは、銅や錫の供給を中国に依存していた時代であって

も、鉛だけは朝鮮半島や日本で自給していた可能性が高いことを意味している。その決定的な証

拠は、北朝鮮の楽浪土城から出土した方鉛鉱と韓国慶尚南道の徳里古墳群から出土した方鉛鉱

である。 

以上２件の鉛同位体比については、完全に一致する鉛鉱山が朝鮮半島と対馬にある。そればか

りでなく、楽浪土城の方鉛鉱の組成は、弥生・古墳期の日本出土の鉛製品や鉛ガラスと良く一致し

ているし、徳里古墳の方鉛鉱は、佐賀県の久里大牟田遺跡等から出土した弥生期の鉛矛の鉛同

位体比と誤差内で一致している。三角縁神獣鏡の鉛原料を考える場合には、朝鮮半島や日本産

も併用されたことを排除できないのである。これらの状況を表2に示す。 

2-1 楽浪土城の方鉛鉱 

楽浪土城の６点の鉛同位体比は、ほとんど同一の値（鉛同位体比208Pb/206Pbが2.26程

度）を示している。しかも208Pb/206Pbの値が2.20を越えるような鉛は、東北アジアに１％

程度しかなく極めて特殊な鉛である。産地同定には最適なデータと言えるであろう。 

まず注目すべきことは、表2に示したように、中国、朝鮮半島、日本の鉱山の内で、最も

近いのが朝鮮半島の京畿道富平鉱山と平安南道大倉鉱山だということである。これらの鉱

山は楽浪土城とは隣接した地域にあり、楽浪土城の鉛が同地域からもたらされた可能性が

極めて高い。その上、まったく同一と見做せる鉛同位体比を持つ弥生期の勾玉や古墳期の

鉛菜製耳環が日本でも見つかっているので、この隣接地域の鉛を使用したと結論付けても

良いだろう。図1と図2に、楽浪土城の方鉛鉱が近隣の朝鮮鉱山の鉛と一致するが、中国

には似ている鉛同位体比が見当たらないことを示す。 

 



 

 

 

 

 



2-2 金海の内徳里古墳木槨墓の方鉛鉱 

慶尚南道金海の内徳里古墳の方鉛鉱についても、類似する鉛製品や鉛鉱山の鉛同位体比

と共に表2に整理して示す。ここでも注目すべきことは、佐賀県の久里大牟田遺跡や久里

野田遺跡から出土した弥生期の鉛矛の鉛同位体比がほぼ誤差範囲内で一致していることで

ある。更には福岡県の海の中道遺跡から出土した鉛錘等も極めて近い値を示している。 

しかも鉛同位体比が両者にほぼ一致する対馬の対洲鉱山は、金海から海上100kmの距離

にあり、佐賀県や福岡県とも近い。このような鉛同位体比を持つ鉛鉱山は中国では全く知

られていないので、内徳里古墳の方鉛鉱が対馬あるいはその近傍からもたらされた可能性

は極めて高い。かくして、朝鮮半島で発掘された方鉛鉱は２件とも朝鮮半島あるいはその

近傍の産出であることが確実となり、弥生時代後期には朝鮮半島や日本において鉛原料が

自給されていた状況が明らかとなったと考える。 

                    

 (3) 朝鮮半島産鉛の使用例 

鉛は青銅器の主原料のひとつであるば

かりでなく、融点降下の効果があり、鋳造

性を改善する目的でも添加される。その事

例としては、楽浪土城と平原弥生古墳を

挙げることができる。いずれも鉛が朝鮮半

島産であることに注目する必要がある。す

なわち、これらの青銅器は中国製とは考え

られない。もともと平原弥生古墳の鏡は、

超大型仿製鏡4面以外の鏡も、柳田康雄

が、詳細な理由を挙げて大部分が仿製鏡

であると結論付けている。 

このように、考古学的な知見と鉛同位体

比の結論は一致して平原鏡の多くが仿製

鏡であることを示している。なお、図4には

平原弥生古墳の例の他に、福岡県小倉

区今村清川町の前期古墳から出土した仿

製鋸歯文鏡の例を追記している。 

以上のような検討結果は、仿製鏡の製

作開始が三角縁神獣鏡の時期を大幅に

遡っていたことを示している。 

 

(4) 複製鏡の存在(同一遺跡出土の場合) 

三角縁神獣鏡の比較対象は斜縁神獣鏡ばかりではない。後漢鏡や魏晋鏡などとの総合的な比較

も重要である。ただし、残念なことに、中国出土の魏鏡については、未だ1面の分析も行われていな

い。そのため、中国鏡の鉛同位体比は、現状では日本出土の「舶載鏡」によらざるを得ない。 

しかし、「舶載鏡」には、姿や形は中国鏡に似ていてもコピー鏡などの複製鏡が混じっている。例え

ば、同一遺跡から出土した鏡の中に、中国での流行時期も流行地域も異なりながら、鉛同位体比



を見るとほぼ一致している事例が数多くある。「他人の空似」とばかりは言えないのである。 

例えば、漢鏡5期の鏡と仿製鏡、漢鏡7期の鏡と仿製鏡、華南鏡と華北鏡と楽浪鏡など本来は別

の鉛同位体比に属する鏡種でありながら、まったく同一の鉛同位体比を示す例が多い。 

特に兵庫県城の山古墳の魏晋鏡2例や、岡山県鶴山丸山古墳の仿製鏡の内10面の例では、全く

同一の鉛同位体比を示し、同時に発注し同時に入荷を示唆している。 

 

 (5)複製鏡の存在(紀年鏡の場合) 

国内出土の「魏の紀年鏡」で鉛同位体比が判明しているものが、5種9面ある。表4には相互間の鉛

同位体比の類似係数の関係を示す。 

これを見ると，同笵鏡でも鉛同位体比が大きく異なり、同時に鋳造したとは考えられないものがある

反面、年号の異なる鏡に鉛同位体比が一致していて、同時に鋳造した可能性を示すものがある。

すなわち、 

Ａグループ(正始元年森尾鏡、景初4年辰馬鏡、青龍3年大田南鏡、青龍3年個人蔵鏡) 

Ｂグループ(正始元年柴崎鏡、景初3年広峯鏡) 

であり、年号鏡を後の時代に纏めて製造していたことを示唆している。 

  



 

 

（６）後漢期・魏期の青銅器鉛推定 

 真の舶載鏡の鉛同位体比を知るためには、複製鏡を除外する必要がある。そのため、中国での

製作時期と日本での副葬時期が近い場合を「舶載鏡」、離れている場合を「複製鏡」と仮定してみ

た。 

その結果、「舶載鏡」と「複製鏡」とで、鉛同位体比の分布に差があることが一目瞭然となった。 

そのような前提に立てば、真の後漢鏡・魏鏡の鉛同位体比は、全体の鉛同位体比分布から複製鏡

の鉛同位体比分布を差引いた分布となる。かくして、三角縁神獣鏡の鉛同位体比は後漢鏡・魏鏡

とは異なり、仿製鏡と良く一致しているとの結論が得られた。ただし表5は省略する。 

 

 (7)中国産鉛と三角縁神獣鏡の関係 

漢代の鉛と真の中国鏡の鉛(推定)、および三角縁神獣鏡の鉛について、鉛同位体比の関係を図

示してみると、三角縁神獣鏡の鉛同位体比は、中国の鉛鉱山とも中国鏡とも、唐宋銅銭とも分布が

大きく異なっている。それに対して、三角縁神獣鏡の鉛同位体比は、朝鮮半島の鉛鉱山、朝鮮銅

銭の分布内に含まれている。更に検討すると、韓国全州鉱山の鉛や日本の神岡鉱山の鉛を部分

的に添加剤として使用したと考えるべき分析例が多くある。  

 

 



 

 

（付論）三角縁神獣鏡の製造方法に関する重要な進展図 

鉛同位体比の研究と相俟って、三角縁神獣鏡の製作方法に関して、この10余年間に大きく進展し

た研究について、簡単に紹介する。 

1. 中井一夫の「踏返し鏡」の実証 

2003年、中井一夫は、青龍三年鏡の同型鏡、安満宮山鏡と太田南鏡を比較し、安満宮山鏡に付

けられたキサゲ加工痕が、太田南鏡の鋳造肌に残っていることから、「踏返し鏡」の存在を実証し

た。コピー鏡の一番簡単な方法である「踏返し鏡」の存在が実証された研究であるが、あまり注目さ

れていない。これが考古学界の実情である。 

 
 

 



2. 鈴木勉の二重式鋳型と「凸線キズ」の成因解明 

 三角縁神獣鏡には、他の鏡には見られない「凸線キズ」がある。鈴木勉はこの「凸線ギズ」が「二

重式鋳型」すなわち、外側にガ

ス抜きが容易な「粗い粒の砂」

を、内側に鋳肌が優れる「細か

い粒の砂」を使用した鋳型を使

用した時に生ずることを明らか

にし、三角縁神獣鏡特有な「凸

線キズ」を再現した(2004年)。こ

の研究が橿考研の「外型」が、

「舶載鏡」と「仿製鏡」に共通に

使われたと云う重要な結論に結びついたと考える。 

3. 鈴木勉の仕上げ加工痕の研究 

2015年の最新研究である。三角縁神獣鏡には外周部に鋸歯文が巡らされているが、その仕上げ

加工に、埋葬古墳毎に大きな差があることを示

し、それが鋳造所の差であり、これらが日本国内

で造られたことを論証した。 

例として、椿井大塚古墳と黒塚古墳には、共通

する「同型鏡」が4組10面あるが、その仕上げ加

工は、両墳で完全に異なる。 

4. 橿考研の舶載鏡・仿製鏡の共通鋳型 

鋳型の外枠型に起因する凸線キズをレーザー

計測で追いかけると、舶載鏡と仿製鏡に同じパ

ターンの凸線キズが生じており、これは共通の外

枠型を使用した証拠である。すなわち、舶載鏡

も仿製鏡の製作地で造られた。 

追記) 

中国考古学界の大御所王仲殊の最新論文「再論日本出土的景初四年銘三角縁神獣鏡」

『考古』2012.6に、筆者の研究について触れられていたので紹介する。 

……特に注目に値することは、数年前であるが、日本の著名な金属考古学者新井宏氏が、三

角縁神獣鏡に含まれる鉛同位体比率の測定に基づき、……自然科学の研究分野からも、三

角縁神獣鏡が中国の「魏鏡」ではなく、日本で製作されたことを確認することになった。 

日本考古学界で私と同様な見解をもつ学者たちは、これに感動したものである。ある学者の特

別に書かれた文章によれば、新井宏氏の研究成果を称賛すると同時に、私が主張するところ

の、「景初四年」銘三角縁盤龍鏡は絶対に中国で製作されたものではないという見解を引用し

ており、これにより定説となっている。(平松健氏訳) 

                       以上 


